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洪水のときの避難方法

大雨が降り出したら

地域の防災情報に注意
し、近くの川の水位上昇
にも注意しましょう。

がけ地や河川の近くでは、隣
近所で声をかけ合い、早め
に避難の準備をしましょう。

地域の水防活動に協力し
ましょう。

はやく
避難しましょう

●近くに川が流れている場合、堤防が決壊し
たときに濁流に巻き込まれるおそれがあり
ます。洪水や土石流が発生する前に逃げる
ことが基本ですが、万が一遭遇した場合に
は、濁流や土砂の流れる方向に対して直角
に、少しでも高い場所へ逃げましょう。

川の流れ・土石流に対し直角に逃げましょう

●浸水した道路は、水面下が見えず多くの危険が潜ん
　でいます。段差に足をとられて転倒したり、誤って
　水路に転落したりするおそれがあります。
　避難するときは、浸水している道路は避けて通行す
　るようにしてください。また、浸水が始まる前に早
　めに避難することを心がけてください。

むやみに歩かない

直角方向に！
高い場所に！

時間がない場合は垂直避難を
●災害時、身に危険が迫っているが、安全な場所まで避難す
　る時間がない場合に、建物内のより高い場所に向かって避
　難することを「垂直避難」といいます。屋内にとどまって
　いた方が安全な場合等やむを得ないときは、屋内の2階以
　上の場所、斜面と反対側の部屋に避難しましょう。



土砂災害に気をつけよう22

　山形県では、土砂災害への注意が必要な区域として「土砂災害警戒区域」を指定しており、中山町で
は現在７箇所が指定されています。

土砂災害警戒区域とは

　「土砂災害」は３つに分類され、主な発生原因として「大雨」「地震」「融雪」等があります。

土  砂
土砂災害警戒区域（イエローゾーン）

土砂災害が発生した場合に、住民に危害が生じるおそれの
ある区域

土砂災害特別警戒区域（レッドゾーン）
土砂災害が発生した場合に、建築物に損壊が生じ、住民に
著しい危害が生じるおそれがある区域

土石流

多量の岩石や土砂が
増水した水と共に、

激しく押し流される現象

雨や地震などの影響で
地盤が緩み、急激に斜面が

崩れ落ちる現象

地下水等の影響により、
斜面を構成する土塊が
下方に大きく滑り出す現象

急傾斜地の
崩壊

（がけ崩れ）
地滑り

こんな現象を確認したら、早めに避難しましょう！
・川の流れが異様に濁る
・地鳴りがする
・雨が降り続いているのに、
河川の水位が減少する

・斜面に亀裂が入っている
・斜面から水が噴き出す
・小石等がばらばら落ちてく
る

・樹木や電柱が傾く
・地面にひび割れができる
・沢や井戸の水が濁る

土石流のおそれのある渓流

2h以内（ただし50ｍを
越える場合は50m）

L以内（ただし250mを
越える場合は250m）

地滑りの
長さL

急
傾
斜
地
の
高
さ
ｈ

10m
急傾斜地の上端

地滑り区域傾斜
度3
0度
以上

急傾斜地
急傾斜地の下端

警戒
区域

警戒
区域 警戒
区域

扇頂部

特別
警戒
区域

特別
警戒
区域

特別
警戒
区域

土
地
の
勾
配２
度

洪水のときの避難方法

大雨が降り出したら

地域の防災情報に注意
し、近くの川の水位上昇
にも注意しましょう。

がけ地や河川の近くでは、隣
近所で声をかけ合い、早め
に避難の準備をしましょう。

地域の水防活動に協力し
ましょう。

はやく
避難しましょう

●近くに川が流れている場合、堤防が決壊し
たときに濁流に巻き込まれるおそれがあり
ます。洪水や土石流が発生する前に逃げる
ことが基本ですが、万が一遭遇した場合に
は、濁流や土砂の流れる方向に対して直角
に、少しでも高い場所へ逃げましょう。

川の流れ・土石流に対し直角に逃げましょう

●浸水した道路は、水面下が見えず多くの危険が潜ん
　でいます。段差に足をとられて転倒したり、誤って
　水路に転落したりするおそれがあります。
　避難するときは、浸水している道路は避けて通行す
　るようにしてください。また、浸水が始まる前に早
　めに避難することを心がけてください。

むやみに歩かない

直角方向に！
高い場所に！

時間がない場合は垂直避難を
●災害時、身に危険が迫っているが、安全な場所まで避難す
　る時間がない場合に、建物内のより高い場所に向かって避
　難することを「垂直避難」といいます。屋内にとどまって
　いた方が安全な場合等やむを得ないときは、屋内の2階以
　上の場所、斜面と反対側の部屋に避難しましょう。



除雪の注意事項33
　除雪作業は2人以上で、落雪・転落に注意し、無理をせずに行いましょう。

●除雪作業中の死亡事故の約７割は、１人での作業中に発生
　➡１人での作業は事故発生時に発見・通報が遅れ、重大事故につなが
りやすい。

●雪による死者、重傷者の約７割は雪下ろし等除雪作業中の事故で、そ
の大半は、屋根やはしごからの転落が占める。

　➡慣れていても、ヘルメットや命綱等を使用した安全対策が不可欠
●雪下ろし中の転落事故は、屋根よりもはしごからの転落が多い。
　➡はしごの横滑りや転倒、ステップの踏み外しによる転落事故に注意

●はしごはしっかり固定し、昇降時は特に注意しましょう。
●高所作業中は足を滑らせないように注意し、ヘルメット
や命綱等を着けましょう。
●転落死者のうち半数が身体を地面に強打したことが原因
です。建物の周りに雪を残して雪下ろしをしましょう。
●低い屋根でも油断しないようにしましょう。
●晴れの日は雪のゆるみに注意しましょう。

除雪による事故原因

雪下ろしの注意事項

●除雪作業は家族、隣近所にも声をかけて２人以上で行いましょう。
●除雪機に巻き込まれないよう、雪詰まりの取除きはエンジンを切ってから行いましょう。
●命綱・除雪機などの除雪用具はこまめに手入れ・点検をしましょう。
●軒下での作業は屋根からの落雪に注意しましょう。
●携帯電話を持参しましょう。
●除雪作業は重労働です。体調管理に気を付けましょう。
●作業開始直後と疲れた頃は特に慎重に作業しましょう。

除雪作業中の注意事項



火災発生！そのときあなたは？

通報

発見
「火事だーッ」と大声で叫ぶ！！
小さな火だと思っても、１人で又は家族

だけで消そうとしないことが大切。
動転して声が出なかったら、やかんやな

べなどをガンガンたたいて、近所の人たち
の助けを求める。

早く知らせる

早く消す
火の小さいうちに、勇気をもって
初期消火に当たる。
消火は出火から３分以内が勝負。炎

を恐れず勇気を出して、落ち着いて初
期消火をする。

初期消火とは、火が天井面に移る前
に消火することです（消火器は下から、
水バケツは上から消火する。）。

消火に使うものは消火器や水だけで
はなく、身近なものを何でも活用して、
素早い対応を。

■119番通報のポイント 電話機は種類によって違います。

1
2

3

1

2

3

消
火
器

いざというときに備えて自宅
の電話のそばに 119 番通報
メモを貼っておきましょう。

あわてずによく確かめてから
通報してください。

通報するときは「あの、その、
早く早く！」では困ります。正確
に住所と名前を伝えましょう。

●緑色の電話
　①受話器をとる→②緊急通報用（赤）ボタンを押す→③119
●灰色の電話
　①受話器をとる→②119
　①受話器をとる→②10円玉か100円玉かテレホンカードを入れる→③119
●ピンク色の電話
　①裏側又は側面にあるカギ穴にカギを入れて切り替える→②受話器をとる→③119

●携帯電話からの通報であることを告げる。
●通報場所が不明の場合は、電柱等で所在、目標を確認して通報する。
●通報後10分くらいは電源を切らない。（消防署が問合せのため呼び出すことがある）

公衆電話機から
通報の場合

携帯電話から
通報の場合

消
火
器

11除雪の注意事項33
　除雪作業は2人以上で、落雪・転落に注意し、無理をせずに行いましょう。

●除雪作業中の死亡事故の約７割は、１人での作業中に発生
　➡１人での作業は事故発生時に発見・通報が遅れ、重大事故につなが
りやすい。

●雪による死者、重傷者の約７割は雪下ろし等除雪作業中の事故で、そ
の大半は、屋根やはしごからの転落が占める。
　➡慣れていても、ヘルメットや命綱等を使用した安全対策が不可欠
●雪下ろし中の転落事故は、屋根よりもはしごからの転落が多い。
　➡はしごの横滑りや転倒、ステップの踏み外しによる転落事故に注意

●はしごはしっかり固定し、昇降時は特に注意しましょう。
●高所作業中は足を滑らせないように注意し、ヘルメット
や命綱等を着けましょう。
●転落死者のうち半数が身体を地面に強打したことが原因
です。建物の周りに雪を残して雪下ろしをしましょう。
●低い屋根でも油断しないようにしましょう。
●晴れの日は雪のゆるみに注意しましょう。

除雪による事故原因

雪下ろしの注意事項

●除雪作業は家族、隣近所にも声をかけて２人以上で行いましょう。
●除雪機に巻き込まれないよう、雪詰まりの取除きはエンジンを切ってから行いましょう。
●命綱・除雪機などの除雪用具はこまめに手入れ・点検をしましょう。
●軒下での作業は屋根からの落雪に注意しましょう。
●携帯電話を持参しましょう。
●除雪作業は重労働です。体調管理に気を付けましょう。
●作業開始直後と疲れた頃は特に慎重に作業しましょう。

除雪作業中の注意事項



「通電火災」とは？
　地震による停電が復旧した際に発生する火災を「通電火災」といいます。これは、地
震によって破損した電化製品・電気コードや転倒した電気ストーブ等に電気が通うことに
よって、出火するものです。
　避難の際には、必ず家のブレーカーを落としてください。

早く逃げる
避難は早く安全に。

天井に火が燃え移ったら、
素人の手には負えない。
的確に判断して、早めに
避難する。

避難するときは、でき
るだけ燃えているところの
窓やドアを閉める。

1. 天井に火が燃え移
ったら避難する。

2. 避難のときは、
お年寄り、子
ども、病人を
優先する。

3. 服装や持ち物にこ
だわらず、とにか
く早く避難する。

6. 一度逃げ出したら、
絶対、中に戻らない。

4. ちゅうちょせず、炎の中
を一気に走り抜ける。

5. 煙の中を通るときは、姿勢
をできるだけ低くする。

7. 逃げ遅れた人がいたら、
近くの消防隊員にすぐ
に知らせる。

1

2

避難のためのポイント22

1 2



弾道ミサイル落下時の行動について

緊急サイレンは、 １分間吹鳴   ５秒停止  1分間吹鳴 で流します。
※火災時のサイレンは、 ６秒吹鳴   5秒停止  ×  3回  を  ５回  続けます。
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　弾道ミサイルは、発射から極めて短時間で着弾します。
　中山町では、北朝鮮からの弾道ミサイルが発射され、政府からＪアラートにより緊急情報が伝達され
た場合、中山町災害情報（登録制メール）に登録されたスマートフォンや携帯電話に自動で情報が伝達
されます。
　また、現在は消防サイレンを使って緊急サイレンを流し、緊急事態をお知らせします。

　弾道ミサイルが着弾した場合、激しい爆風や破片などにより、身体へ大きな被害を受ける可能性があ
ります。
　爆風や破片などから身を守るため、状況に応じた避難行動をとることが大切です！

弾道ミサイル攻撃を受けたときの避難行動

屋内にいる場合

窓から離れる
又は

窓がない部屋へ

爆風で割れた窓ガラスなどを避ける

屋外にいる場合

物陰に身を隠す
又は

地面に伏せ頭部を守る

近くの建物の中
（できれば頑丈な建物）

又は 地下へ

爆風や破片などを避ける もしも、近くに建物がない場合は

近くに
ミサイル

落下！

・屋外にいる場合：口と鼻をハンカチで覆い、現場から直ちに離れ、
密閉性の高い屋内、又は風上へ避難する。

・屋内にいる場合：換気扇を止め、窓を閉め、目張りをして室内
を密閉する。

「通電火災」とは？
　地震による停電が復旧した際に発生する火災を「通電火災」といいます。これは、地
震によって破損した電化製品・電気コードや転倒した電気ストーブ等に電気が通うことに
よって、出火するものです。
　避難の際には、必ず家のブレーカーを落としてください。

早く逃げる
避難は早く安全に。

天井に火が燃え移ったら、
素人の手には負えない。
的確に判断して、早めに
避難する。

避難するときは、でき
るだけ燃えているところの
窓やドアを閉める。

1. 天井に火が燃え移
ったら避難する。

2. 避難のときは、
お年寄り、子
ども、病人を
優先する。

3. 服装や持ち物にこ
だわらず、とにか
く早く避難する。

6. 一度逃げ出したら、
絶対、中に戻らない。

4. ちゅうちょせず、炎の中
を一気に走り抜ける。

5. 煙の中を通るときは、姿勢
をできるだけ低くする。

7. 逃げ遅れた人がいたら、
近くの消防隊員にすぐ
に知らせる。

1

2

避難のためのポイント22
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武力攻撃やテロなどから身を守るために22

●攻撃当初は屋内へ避難し、その後、行政機関の
指示に従うこと。屋内避難に当たっては、近隣
の丈夫な建物や地下街などへ避難する。

●感染した可能性のある人は、マスクを着用する。周囲の人
は、その人が使用した家庭用品などに触れないようにし、
頻繁に石けんで手洗いする。

●避難の際は、爆発地点の風下を避
けて風向きとなるべく垂直方向に、
できるだけ遠くへ避難する。

●攻撃が予想された時点において、事前の避難も想定される。
●遠方への避難や、避難期間の長期化も想定される。避難経路
や手段などについては、行政機関の指示に従うこと。

●とっさに遮蔽物の陰に身を隠す。近隣に建物があれば、その
中に避難する。地下施設やコンクリート建物であれば、より
安全である。
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　災害時に備えて準備しておくものは、家族構成を考えて必要数をそろえ、保管しておきましょう。また、
非常持ち出し品は、リュックサックなどの非常持出袋に入れて保管し、それ以外の備蓄品とは分けてお
きましょう。

非常時に役に立つもの

最低限準備しておくべきもの（非常持ち出し品）

できれば１人に１
つ用意を。予備
電池・電球もあ
わせて準備。

●懐中電灯

被災後の生活のために準備しておきたいもの（災害用備蓄品)

缶詰、レトルト食品、カップ麺、栄
養補助食品など。非常食３日分を
含め、７日分を目安に確保しておく。

●食料
１人１日当たり３リットルを目安
に、３日分の備蓄を。ペットボ
トル、ポリタンクへの汲み水の
ほか、バスタブへの貯水を習
慣づけることも大切。

●水

消火器、のこぎり、スコップ、バール、車のジャッキなど。
●消火・救助用品

・ホイッスル
・予備の眼鏡・補聴器
・ビニールシート
・ビニールラップ
・新聞紙
・携帯トイレ

・使い捨てカイロ
・厚底スリッパ
・液体ハミガキ
・ドライシャンプー
・裁縫セット
・ガムテープ

●その他（東日本大震災等で役に立ったもの）

予備ボンベも忘れずに。
野外バーベキュー用品（木炭・固形
燃料もあわせて備蓄）も便利。

●カセットコンロなど

ＡＭ・ＦＭ両方を聴ける
ものを用意。予備電池
も多めに準備。

●携帯ラジオ
消毒薬、包帯、絆創
膏、かぜ薬、解熱剤、
胃腸薬など。常備薬
があれば、必ず準備。

●救急医薬品

調理の不要な缶詰、乾
パンなど、３日分を用意。
水はペットボトルで準備
を。

●非常食及び飲料水

ライター・マッチ、ろうそく、ナイフ、缶切り、
ビニール袋、ティッシュ、ウェットティッシュ、
ビニールシート、生理用品など。
乳幼児やお年寄りがいる家族は、哺乳瓶、粉
ミルク、紙おむつなども忘れずに。

●その他

現金には、公衆電話
の活用を考慮して、
10円硬貨も入れてお
くこと。貴重品は、
預金通帳、健康保険
証、免許証のコピー
や印鑑など。

●現金・貴重品
一人ひとりに準備。
着替えの衣類は、
長袖・長ズボンを
用意。

●ヘルメット・軍手・タオル・着替え（上着・下着）

※大規模災害の発生直後は、ライフラインの損壊等により、救援物資がすぐには届かないことも考えられます。
　発災から最低３日分、可能であれば７日分の非常食及び飲料水を準備しておく必要があります。
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・地図
・さらし
・筆記用具（マジ
ックなど）など

レトルトレトルト

ばんそう

こう



　災害発生時の混乱状態では、救急車はすぐにはやってきません。専門的な治療はともかく、初期段階
の応急手当は、負傷者のそばにいる人が行わなければならないのです。
　あなたの大切な人の生命を救うことができるよう、応急手当の方法を身に付けておきましょう。

知っておきたい応急手当22

急いで水道水などの流水で冷やす。
衣服の上からやけどをした場合は、無理
に脱がさず、そのまま冷やす。　　　　
水ぶくれはつぶさない。
冷やした後は清潔なガーゼなどで軽く包
み、急いで医療機関へ。

　救急車が119番通報を受けてから現場に到着
するまで、全国平均で約８分かかります。この８
分間が、傷病者の生命を大きく左右するのです。
　かけがえのない命を救うためにも、人工呼吸や
胸骨圧迫の仕方及びAED（自動体外式除細動器）
の使い方などの救命技術を身に付けましょう。
　救命講習は、消防署等で実施しています。みん
なで積極的に受講し、応急手当の方法を正しく覚
えましょう。

患部を動かさないようにして
手当をする。
患部に副木（なければ板やダ
ンボール、傘、雑誌などでも
よい）を当てて固定し、
早めに医療機関へ。

肩をたたきながら耳元で「大丈夫ですか」「もしもし」などと呼び掛ける。
意識がなければ「誰か来て！」と助けを求め、１１９番通報を依頼。
一人きりの場合は自ら通報を。

きれいなガーゼやハンカチ
などを傷口に当て、手で圧
迫するなど応急手当をし、
急いで医療機関へ。（感染
症予防のため、ビニール袋
に手を入れて押さえる
など、血液に直接触れ
ないように注意する。）
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